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日没前後の「薄暮時間帯」は注意
歩行者を見落とさないように気を付けましょう

《冬期間の事故防止》
○ 天候・道路状況に応じた運転 ⇒ スピードダウン
○ 視界不良時の車間距離の.確保 ⇒ 事故を回避できる車間距離
○ 交差点における安全確認の徹底 ⇒ 歩行者、信号、標識

忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

厚岸町 午前８時すぎ 国道44号線
右折待ち車と後続車が停止していたところに

乗用車が追突
男女４人搬送、１人が骨盤骨折の疑い

◇見通しが良くても･･･◇
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２３／１２／４（月） １２：０３
４日午前８時２０分ごろ、厚岸町の国道４４号で乗用車３台が絡む玉突き事故がありました。消防によりますと、

この事故でそれぞれの車に乗っていた３０代から５０代の男女４人が病院に搬送されました。このうち３０代男性が骨
盤骨折の疑いがあり、ほかの３人は軽傷だということです。現場は釧路方向に向かう直線道路で、右折待ちをし
ていた車と後続車の合わせて２台が停車していたところ、乗用車が追突したとみられます。

信号交差点 横断歩道を歩いていた高齢男性
右折の軽ワゴン車にはねられ

頭の骨を折るなど、意識不明の重体
「安全確認をしっかりしていなかった」

◇ショートカット右折をしない◇
◇ショートカット右折は、ミラーとピラーの「死角」をつくる、歩行者を「見落とす」◇

◇右折時は、「大きく曲がって」、ミラーとピラーの「死角」をつくらない◇
２０２３／１２／４（月） １８：２９

４日午前１１時４０分ごろ、兵庫県の信号のある国道交差点で、横断歩道を歩いていた男性（８７）が、右折しよう
とした軽ワゴン車にはねられ、頭の骨を折るなどして意識不明の重体。警察は自動車運転処罰法違反（過失傷害
）の疑いで、軽ワゴン車を運転していた運送業の男性（６８）を現行犯逮捕しました。軽ワゴン車の男性は「安全
確認をしっかりしていなかった」と容疑を認めているという。

信号のない交差点
軽乗用車とトラックが出合い頭に衝突

軽乗用車の後部座席の高齢男女2人、意識不明の重体
◇見落とすな 『一時停止』の標識◇◇確実な…『一時停止』と、左右の安全確認◇

◇信号のない交差点 「相手は止まらないかもしれない」◇
２０２３／１２／５（火） １１：２８

５日午前１０時２０分過ぎ、山口県の信号のない市道交差点で、軽乗用車とトラックが出合い頭に衝突しました。
軽乗用車の後部座席に乗っていた、高齢とみられる男女２人が意識不明の重体、運転手の女性も救急車で搬送さ
れました。警察で事故の原因を調べています。


